
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

518

　　　　　　　　　　生物化 学工 学、生物プ ロ セ ス 制御、分離 ・精製、計測　 193

グル タ ミン酸醗酵の生産 フ エ
ーズにおけ る糖蜜流加の最適化

　 （東理 大 ・基礎工 ）○鴨下 祐也、増 田 清敬 、 柳沢 昌、 岸本 邇雅

［目 的 1　高菌体 増 殖 、高炭 酸 ガ ス 排 出に よ る グ ル タ ミ ン酸収率低 下 を 防 ぐた め 培養後 期 に

炭 酸ガ ス 排 出量 を 指標 と した PID 制御 に よ る糖 流 加 を行 う際、 目標 とす る 炭 酸 ガ ス 濃 度
を低 く設定 し過 ぎ る と、枯 渇 に よ り生産 の 著 し い 低 下 が 起 き る こ とが 観察 さ れた 。 こ の 枯

渇状況 を初 期 の うち に 検 出 し て 糖濃度 を 回復 させ 、 PID の 目標 値 を 自動修正 し生産 性低

下 を 防 ぎ適 正 な糖流 加 を維持す る方法 に つ い て 検討 し た 。

［方 法
、
］　培養 に は 5L 容醗酵槽を用 い 、菌 株 は firerfbseter ゴ um 　s　p．を使用 した 。炭素源

は廃糖 蜜 と し、窒 素源の 補給 を兼 ね た pH 調 整 の た め の ア ン モ ニ ア 水を使用 した 。さ ら に

菌体 外 へ の グル タ ミ ン酸分泌 を促 進す るた め 、ペ ニ シ リ ン を 所定 の 時期 に 添 加 した 。 糖流
加 は炭 酸 ガ ス 排 出 量 を 指標 と した PID 制 御 に よ っ て 行 っ た 。 PID の 目標 値 は原 則 と し

て 予 め 設定 した パ タ ーン で 行 っ て み たが 、 桔 渇 に 対 応 した 制 御 を 行 な うた め 溶存 酸 素 濃度

か ら枯渇 を検 知 し、必 要に 応 じ た 目標値 の 修 正 を検 討 し た 。

〔結果 ］　菌体 の 活 性 が 高 い 場合 、生産期 に 入 り PID 制御 を始 め る と度 々 枯渇 が観 察 され、
炭 酸 ガ ス 排 出 濃度 と溶存酸素濃 度が 大 き く変 動 す る 傾 向に あ っ た 。こ れ に 対 し て枯 渇 の 初

期 に 糖 濃 度 を 回復 させ た場 合 、 炭酸 ガ ス 排 出 の 変 動 は 最 低 限 に 抑 え る こ と が 出来 た 。 こ れ

に 伴 っ て グ ル タ ミ ン 酸生 産 の 増加が 見 られ、対 消費糖 収 as　60％
， 70g 几 以 上 の グル タ ミ ン 酸

生 産 が 得 られ た 。 ま た 、
バ ッ チ 毎 の 菌体 の 活 性 の 違 い に よ る影 響 も最 低 限 に 抑 え られ、安

定 した生 産 を行 う こ とが 可 能 とな っ た。
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エ タ ノ

ール 発 酵 お よ び フ ラ ッ シ h 蒸 留 プ ロ セ ス を 組 み 合 わ せ た シ ス テ ム の 新 し い

最 適 操 作
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L 目的

エ タ ノ ー
ル 発 酵 に お け る 生 産 性 を 高 め る た め 、培 養 温 度 を最 適 パ タ ー

ン で 変 化 さ せ 、ま た

フ ラ ッ シ ュ 蒸 留 プ ロ セ ス を 組 み 合 わ せ た シ ス テ ム の 最 適 操 作 に つ い て 理論 的 、実 験 的 検 討

を 行 っ た 。

2．実 験方 法 お よ び 結 果

s ．cerevisiae 　 HUT7107 を 用 い て 実験 を 行 っ た。使 用 培地 組成 は 酵 母 エ キ ス 10，ポ リ ペ

プ トン 20 ，お よ び グ ル コ ース 200 （た だ し 前 培養 は 20 ）g1L で あ る。30 ℃ で 24 時 間 振 と う培

養 し た 種 菌 50mL を主 培地 1．45L の 入 っ た 培 養 槽 に 接 種 し、微 好 気 的 条 件 下 （通 気 速 度

　 O．05vvm ，通 気 撹拌 速 度 150rpm ）で pH4 ．5 に 調 整 し て 発 酵 を 行 っ た 。ま た 、培 養 期 問 中

グ ル コ
ー

ス 濃 度 が 制 限 と な らな い よ う に 、適 宜 50 ％ グ ル コ
ー

ス 水 溶 液 を添 加 し た 。

培 養 温 度 と し て は 2e ．30 ，40 ℃ の そ れ ぞ れ 一定 温 度 に 保 っ た場 合 と最適 温 度 パ タ ー
ン で 変

化 さ せ た 場 合 と で 実 験 を 行 っ た 。

　 さ ら に 、発 酵 液 を フ ラ ッ シ ュ 蒸 留 し、一
部 は バ イ オ リ ア ク タ ーに 戻 す 操 作 に つ い て 最 適

化 を 行 い 、半 回 分 培 養 と 回 分 蒸 留 と を 組 み 合わ せ た 従 来 に は な い 新 し い 操 作 方 式 を 考案 し

た 。 フ ラ ッ シ ュ 発 酵 の 連 続 操 作 に っ い て は す で に 新燃 料 油 開発 組 合 等 で 検 討 され て い る が 、

本 研 究 は さ ら に 新 し い ア ブ n 一
チ を 示 す も の と 考 え られ る 。
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